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 夏休みがはじまる前に…時間の使い方を考えてみませんか       ？ 

例年より早い梅雨明けとともに、一気に夏が来ましたね。暑い日が続きますが、気づけば１学

期も終わりを迎えます。みなさんにとって、この１学期はどんな日々でしたか？どんな時間を過

ごしましたか？ 

 夏休みもそれぞれに部活動や勉強をはじめ、それ以外にもさまざまな予定があるかもしれませ

ん。普段とはちょっと違う時間の使い方になると思います。学校での時間、ひとりで過ごす時間、

誰かと過ごす時間。１日が 24時間、というのは変わりませんが、せっかくの夏休みなので、ちょ

っと特別にこんなふうに過ごしてみよう！と考えてみると、充実した夏休みになるのではないで

しょうか。まわりのひととの関わりも、何も考えずに関わるのではなく、相手のことを思いなが

ら関わることが大切なように、時間の過ごし方も同じことがいえるかもしれません。みなさんに

とって、よい夏休みになりますように。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 人権教育だより、新たな取り組みをはじめてみます！ 

今年度から、人権教育だよりを江津高校と江津工業高校で一緒に発行することにしました。同

じ江津市内にある高校でありながら、それぞれどのような学校生活を送っているのか、どのよう

な学校行事があるのか、知っているようで知らないことも多いと思います。普段、学んでいるこ

とも違ったり、目指しているものも違ったりするかもしれませんが、「違うから関わらない」ので

はなく「違うからこそ面白い」。まずはつながることから始めてみて、「つながりを大切にするこ

と」、これは人権教育においてとても大切なことです。 

 

人権教育だより『ひだまり』  第２号 

 

人権感覚の涵養 ～他者の人格を尊重し、自己肯定感の向上を図ろう～ 

江津高等学校・江津工業高等学校 人権教育担当 

 

令和４年７月２２日発行 



≪江工生向けページ≫ 

人権に関するホームルーム 

6 月に人権教育のホームルームを行いました。第 1 号の「ひだまり」でお知らせしたとお

り、学年ごとのテーマで人権について考えました。 

 

１年生「望ましいコミュニケーションのあり方について」 
 嬉しくなる言葉、悲しくなる言葉から、どのようなコミュニケーションが望ましいかを考えま

した。 

～感想～ 

・言われて嬉しい言葉、悲しい言葉は、人によって意味やメッセージが異なっていて、おもしろか

ったです。 

・人権のことは普段考えるものではないけど、改めて考えるとふだんなにげなく使っている言葉

がとても危ないことだと気づけました。 
 
２年生「差別の歴史から学ぶ」 
 室町時代の東山文化にたずさわる人々の思いから、差別のはじまりがどのようなところにある

のかを考えました。 

～感想～  

・偏見だけで発言するのではなくて、関わりをもち、共にやっていくことで、差別はなくなるのかなと

思いました。 

・考え方の違いはどうしても生まれてしまうものだと思う。しかし、そこで違うからと突き放

すのではなく、そういう考え方もあるんだと、広い心を持つことが大切になると思う。これができ

たら、さらに考え方が深まり、自分の人生がゆたかになると思う。 

・人の悪いところや嫌なところよりももっと深いところを見てその人のいいところをしっかり見抜

ける人になりたいです。 

・人と違うところがあるから、その人が輝けるので、違うからといって差別したり、排除したりする

のはよくないことだと思いました。いろんな人と話してみようと思いました。 
 
３年生「就職差別の問題を考えることにより人権感覚を磨く」 
 今後、誰もが受けることになる就職試験をもとに、就職差別の実態（「就職差別につながるおそ

れのある 14 事項」の質問）とその取り組み、さらに自分たちがどのように差別に対処していく

べきかを考えました。 

～感想～ 

・自分は面接で何でも答えるつもりだったのですが、話してはいけない個人情報もあって初め

て知ることがいっぱいでした。 

・面接のときに自分で判断できるよう知識をつけておきたいです。 

・実際にその場で聞かれたときに、勇気を出して「学校の指導により、お答えできません」と言える

ようにしときたいと思いました。 

・この 14 事項は面接だけではなく普段の生活でも気をつけて差別につながらないようにしていき

たいです。 

 

ハラスメントに対する相談窓口について 

  学校生活のなかで不当な扱いをされていやだなぁと感じることがあったときには校内に

相談窓口を設けています。次の先生方に相談してください。 

ハラスメント相談員の先生   ※（ ）内は普段在室している職員室です 

・・・須藤先生（保健室）、森口先生（進路指導室）、松原先生（第 1職員室）、 

菅原先生（第 1職員室）、田村（進路指導室） 


